
















































実施日時：2017年 9月 26日（火）①14:30～15:30 ②17:00～18:00 
 
場所：①伊万里商店街振興組合事務所 
















































































































































 昔は炭鉱で栄えたまちで、人口が８万人でしたが、いまは 5万 5,000ぐらいです。かなり
下がってきています。10年で 500人下がるといわれています。ただ、飲み屋が繁盛してい
るということは、豊かなんだと思います。 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（斉藤） ３月にやった GYUGYUバルです。下にパンフレットがあります。 
 
（松永） このへんを１つのきっかけとして広げていければと思っています。 
 
（石原） ネットワークをつくると、佐世保でも有田でもいいのですが、そのあたりとあ
っちへ行ったり、こっちへ行ったりというので日にちを少しずらして、こういうことをや
っているのもあります。お互いの集客です。 
 
（松永） 雰囲気をつくるために、観光課の課長さんたちと話を出したのは、道路で、お
店が外にテーブルを出してできるような仕組みをつくれればなという話をしていたら、市
長が「警察がウンと言わない」と言っていました。しかし 10日ほど前の新聞に、国のそ
ういうまちづくりの方針が書いていました。こういうものを生かしてできそうなところか
ら、昼間でもそういう街路で食事やコーヒーをというものをまちの中につくっていければ
いいのかなと思います。 
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（石原） オープンカフェはあちこちで話題になっていますが、なかなかウンとは言って
くれません。 
 
（松永） 県の土地になれば県がダメと言い出したりします。 
 先々週、ヨーロッパに行ってきましたが、まちなかはほとんどそうです。テントをばっ
と伸ばしてやって、賑わっています。 
 
（石原） それこそここはなくなったという話ですが、朝市を道の上でやっていたわけで
すから。あちこちに行って、寺の境内ではなく、道の上で堂々とやっている朝市がまだ高
知にも残っていますし、高山にも残っています。ですから、絶対に全部ダメという話では
ないはずですが……。 
 
（松永） このへんでできる方向にもっていかなければいけないという……。 
 
（石原） 地域によっていろいろ柔らかいところと堅いところがありますが、事故があっ
たところは難しいです。 
 
（松永） 簡単に片付けられるようなものをというふうにしていけば楽です。重たいもの
でやると、何かあったときにさっとできません。那覇に行ったときに、７、８人でまだ明
るい時間帯にご飯を食べに行こうという話になって、ちょっとした飲み屋さんみたいな沖
縄そばを出すようなお店が、道路よりも１段低いところにあって、我々が通る時間には寝
たようにしておられないんです。２時間か３時間かして暗くなって帰ってきたら、道にテ
ーブルを出してそこで店を始めていましたので、そこでまた飲んで食べたりしました。 
 おそらく時間帯で許可を出していると思います。 
 
（斎藤） アーケードを撤去したところにいま車が入れますが、一方通行でしたでしょう
か。あそこを通れないようにしたらどうでしょうか。住宅も入っているから生活できない
でしょうか。 
 
（松永） 時間帯の問題とかあると思います。そして、飲食店がほとんどですから。 
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（斎藤） 昔みたいに車をシャットアウトして……。 
 
（松永） 外にコーヒーでも出してやるとか。 
 
（香月） アーケードはあっていいんです。決して悪いばかりではありません。 
 
（松永） あれは否定ではありません。アーケードの維持費がかかるから、お金を出せな
くなってきたから撤去したわけです。皆さんは欲しかったのですが、老朽化してリニュー
アルするのにものすごくお金がかかります。屋根をかけるから消防法にも引っ掛かります
しお金もものすごくかかります。お店もなくなってきて、お金を出す人も減ってきました
ので、それで撤去したわけです。 
 
（石原） いま、それで全国の商店がどれぐらい泣いているかわかりません。 
 
（松永） ２つつくって、２つともなくしました。 
 
（石原） 商売をしている前提ですが、ここにアーケードがかかっていたら、ここから下
は手入れしているけれどもここはしていません。ですから、こことこことは偉って「こり
ゃあかんわ」と言って商売人さんは騒ぎます。そう言っていました。ここをさわって表が
きれいになると、「やっぱり、中もやらないといかんだろう」ということになって中も変
えるんだそうです。これはずいぶん前に山形の商店街の理事長さんがおっしゃっていたん
ですが、融雪装置ができたからとアーケードを取ってしまったんですが、そうしたらそう
いう話になってきて、いままでお前のところの商売をもっと変えろと言って知らんぷりし
ていた奴がちゃんと商売を変えたという話を聞いたことがあります。 
 良し悪しとは思いますが、開放感が出てきたということのようです。 
 高松の丸亀町も改装をするときに、ドームは別ですが、あとのアーケードは大議論して
います。タッチの差でアーケードを付けたんです。 
 
（香月） 銀行がある／なしのところですね。 
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（石原） 取る側のほうが多かったんですが、明石さんなんかは「取れ」と言っていまし
た。最後に投票で負けてしまったんです。議論はありますね。 
 
（香月） あとのスケジュールがありますので、いったん締めさせていただいてよろしい
でしょうか。 
 
（石原） どうもお忙しいところありがとうございました。 
 
【了】 























